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研究要旨 
痛みリエゾン外来にコンサルトを受けた難治性慢性痛患者のパーソナリティをMMPIを用い
て検討した.難治性慢性痛患者では検査の妥当性が低い患者を認めた.また健常者と比較し難治
性慢性痛患者では心気症・抑うつ・ヒステリー尺度で有意に高値を示し,元々これらの気質を有
している可能性が示唆された.パーソナリティを多面的に評価することが可能であるMMPIは有
用な評価ツールであると考えられる. 

 
Ａ．研究目的 
難治性慢性痛患者には多職種が関わった集
学的治療が推奨され,当院でも2012年 4月よ
り多角的集学的外来（痛みリエゾン外来）を
開設し治療にあたっている.これまで我々は,
痛みリエゾン外来は一定の効果がある一方で
ドロップアウト症例,成績不良例も存在する
ことを報告してきた.当院ではこのように異
なる経過を示す要因を精査するために,パー
ソナリティを多面的に捉えることが可能であ
るMinnesota Multiphasic Personality 
Inventory (MMPI)を使用している.しかしな
がら,本邦ではMMPIによる評価は現在の所あ
まり行われていない.そこで本研究の目的は
難治性慢性痛患者のパーソナリティを検討す
ることである. 
 
Ｂ．研究方法 
2014年5月～2017年2月までに痛みリエゾ
ン外来にコンサルトを受けた難治性慢性痛患
者のうち治療開始時にMMPIを施行できた58
例（男性21例,女性37例）を対象とした.受 
診時年齢は50歳（16～83歳）であった.以上 
の対象を,MMPIを施行することに同意を得た
健常人22例（男性15例,女性7例）と比較検
討した. 
（倫理面への配慮） 
この研究は倫理委員会の承認を受けている。 
参加者からは同意の上アンケート実施した。 

 
Ｃ．研究結果 
妥当性尺度では,健常人は全例検査の妥当
性が高かったが,難治性慢性痛患者は検査の
妥当性が高かった症例が49例,低かった症例
が9例であり,両群間で有意差を認めた(p＜
0.05).また,10の臨床尺度では,第1尺度（心
気症）は健常人54.5±12.1,難治性慢性痛患
者73.5±13.1であり,第2尺度（抑うつ）は
健常人53.7±12.3,難治性慢性痛患者66.7±
11.1であり,第3尺度（ヒステリー）は健常
人55.6±9.6,難治性慢性痛患者68.5±12.5
といずれも難治性慢性痛患者が有意に高値で
あった(p＜0.05). 
 
Ｄ．考察 
MMPIはパーソナリティを多面的に評価す
ることが可能である.一般的に慢性痛患者は
抑うつ傾向にあると言われるが,本研究の結
果では,難治性慢性痛患者は元々心気症,抑う
つ,ヒステリー的気質を有することが示唆さ
れた. 
 
Ｅ．結論 
慢性痛患者の性格に慢性痛の症状が加味さ
れ病態が複雑化,難治化しているものと考え
られた. 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載。 
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